
雨
天
時
浸
入
水
対
策
な
ど
共
有

下
水
協
都
道
府
県
委
員
会
・
協
議
会
開
催

物
流
・
産
業
拠
点
で
Ｃ
Ｎ
Ｐ
構
築

年
内
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
初
版
作
成

公
益
社
団
法
人
日
本
下
道

協
会
（
下
水
協
・
大
森
雅
夫

会
長
）
は
十
月
二
十
一
日
、

東
京
・
内
神
田
の
同
協
会
会

議
室
で
令
和
三
年
度
都
道
府

県
委
員
会
・
流
域
下
水
道
都

道
府
県
協
議
会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を

併
用
し
て
開
催
し
た
。
雨
天

時
浸
入
水
対
策
の
調
査
報
告

な
ど
を
行
い
、
各
都
道
府
県

が
直
面
し
て
い
る
課
題
を
共

有
し
た
。

第
一
部
の
都
道
府
県
委
員

会
で
は
岡
久
宏
史
下
水
協
理

事
長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
当
初
は
滋
賀
県
を
予
定

し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
の

開
催
と
な
っ
た
。
当
委
員
会

は
下
水
道
事
業
を
牽
引
さ
れ

て
い
る
担
当
課
長
の
方
々
で

構
成
さ
れ
、
諸
問
題
の
調
査

審
議
や
各
都
道
府
県
の
連
絡

調
整
を
目
的
と
し
て
い
る
。

今
回
か
ら
全
都
道
府
県
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
細

や
か
な
連
携
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。
都
道
府
県
の
皆
さ

ま
へ
の
期
待
は
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
お
り
、
本
日
が
実
り

あ
る
も
の
と
な
れ
ば
幸
い

だ
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
松
原
誠
国
土
交
通

省
下
水
道
事
業
課
長
が
「
下

水
道
事
業
の
最
近
の
動

向
」
、
梅
本
祐
子
総
務
省
準

公
営
企
業
室
課
長
補
佐
が

「
下
水
道
事
業
の
広
域
化
・

共
同
化
の
推
進
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
基
調
講
演
。
ま
た

雨
天
時
浸
入
水
対
策
や
広
域

化
・
共
同
化
に
関
す
る
調
査

報
告
を
行
っ
た
。

第
二
部
の
流
域
下
水
道
都

道
府
県
協
議
会
で
は
今
後
の

提
言
に
向
け
て
調
査
専
門
委

の
報
告
内
容
を
踏
ま
え
た
意

見
交
換
や
今
後
取
り
上
げ
る

べ
き
課
題
に
つ
い
て
の
意
見

聴
取
を
繰
り
広
げ
た
。

第
三
部
の
情
報
提
供
で
は

下
水
協
が
下
水
道
共
通
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
最

新
の
動
向
を
紹
介
し
、
次
回

開
催
地
の
富
山
県
が
多
数
の

参
加
を
呼
び
か
け
た
。

国
土
交
通
省
は
十
月
二
十
七
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
霞
山
会
館
で
第
三
回
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト

（
Ｃ
Ｎ
Ｐ
）
の
形
成
に
向
け
た
検
討
会
」
（
座
長
・
小
林
潔
司
京
都
大
学
経
営
管
理
大
学
院
特
任
教
授
）
を
開

き
、
環
境
省
の
脱
炭
素
化
関
係
施
策
な
ど
を
聴
取
し
た
。
国
際
物
流
・
産
業
拠
点
で
あ
る
港
湾
で
脱
炭
素
に
配
慮

し
た
機
能
の
高
度
化
な
ど
を
通
じ
て
Ｃ
Ｎ
Ｐ
を
構
築
し
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
く
。
年
内
を
め
ど

に
Ｃ
Ｎ
Ｐ
形
成
促
進
に
向
け
た
施
策
の
方
向
性
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
初
版
を
ま
と
め
る
方
針
だ
。

政
府
は
地
球
温
暖
化
対
策

と
し
て
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を

宣
言
し
、
二
〇
三
〇
年
度
に

温
室
効
果
ガ
ス
を
二
〇
一
三

年
度
比
で
四
六
％
削
減
す
る

目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ

を
踏
ま
え
て
日
米
首
脳
会
談

で
は
両
国
で
世
界
の
脱
炭
素

化
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
。

港
湾
は
輸
出
入
貨
物
の
九

九
・
六
％
を
取
り
扱
う
国
際

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
拠
点

で
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化

炭
素
）
排
出
量
の
約
六
割
を

占
め
る
発
電
所
、
製
鉄
所
、

化
学
工
業
施
設
な
ど
の
多
く

が
立
地
す
る
産
業
拠
点
で
も

あ
る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
着
実
に
実
現
す
る
観

点
か
ら
大
量
の
水
素
・
燃
料

ア
ン
モ
ニ
ア
の
安
定
・
安
価

な
輸
入
を
可
能
と
す
る
受
け

入
れ
環
境
の
整
備
や
脱
炭
素

化
に
配
慮
し
た
港
湾
機
能
の

高
度
化
、
集
積
す
る
臨
海
部

産
業
と
の
連
携
な
ど
が
早
急

に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
（
国
連
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（
環
境

・
社
会
・
企
業
統
治
）
投
資

に
世
界
の
関
心
が
集
ま
る

中
、
港
湾
の
環
境
価
値
を
高

め
、
国
際
競
争
力
の
一
層
の

強
化
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
。

こ
の
た
め
同
検
討
会
で
は

全
国
六
地
域
七
港
湾
を
対
象

に
輸
入
・
貯
蔵
さ
れ
る
水
素

な
ど
の
利
活
用
策
や
ク
オ
リ

テ
ィ
の
高
い
施
設
の
新
た
な

整
備
策
に
つ
い
て
議
論
を
進

め
て
き
た
。
年
内
に
も
Ｃ
Ｎ

Ｐ
形
成
の
基
本
的
方
向
性
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
第
一
弾
を
打

ち
出
せ
る
よ
う
取
り
組
み
を

加
速
し
て
い
く
。

当
日
の
検
討
会
で
は
浅
輪

宇
充
国
交
省
港
湾
局
長
が
冒

頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
皆
さ

ま
の
ご
指
導
の
も
と
で
中
間

と
り
ま
と
め
と
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
素
案
を
打
ち
出
し
、
Ｃ
Ｎ

Ｐ
を
関
係
者
に
広
く
周
知
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し

た
効
果
が
相
ま
っ
て
各
港
で

も
具
体
的
な
動
き
が
見
受
け

ら
れ
、
取
り
組
み
の
広
が
り

を
実
感
し
て
い
る
。
令
和
四

年
度
予
算
の
各
省
概
算
要
求

で
は
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目

標
の
速
や
か
な
達
成
に
向
け

て
多
様
な
施
策
が
盛
り
込
ま

れ
た
。
関
係
省
庁
と
緊
密
に

連
携
し
、
持
続
可
能
な
脱
炭

素
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
。
年
内
に
お
け
る

基
本
施
策
の
と
り
ま
と
め
及

び
マ
ニ
ュ
ア
ル
初
版
の
公
表

へ
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
」
と
述
べ
、

積
極
的
な
議
論
を
促
し
た
。

続
い
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
関
す
る
最
新
の
進

捗
状
況
や

環
境
省
地

球
温
暖
化

対
策
課
が

推
進
し
て

い
る
脱
炭

素
化
関
係

施
策
、
国

交
省
海
事

局
に
よ
る

海
事
分
野

の
脱
炭
素

化
の
取
り

組
み
な
ど

を
確
認

し
、
活
発

な
意
見
交

換
を
繰
り

広
げ
た
。

国交省検討会を霞山会館で開催

浅輪港湾局長

ＷＥＢを併用して意見交換

岡久理事長
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